
 

 

 

 

 

「「乙乙巳巳」」・・・・・・成成長長のの 11 年年にに  

令和７年の幕開けです。今年も皆様にとって、幸多い年となりますよう願っています。学校では、

子どもたちが安心で安全な学校生活が送れるよう教職員一同、力を合わせて教育活動を行って

まいります。どうぞ、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

今年は巳年（みどし・へびどし）です。干支とは、陰陽五行説（いんようごぎょうせつ）と呼ばれる

中国の古い思想をベースに数・日付・時刻・方角を表す「十干（じっかん）」と「十二支（じゅうに

し）」が組み合わさった暦のことを言います。十干と十二支を組み合わせた六十干支という分類が

あり、令和７年の正確な干支は「乙巳（きのと・み）」です。干支は、甲乙で始まる十干（じっかん）と

十二支の組み合わせで全部で60通りですが、その42番目になります。そして乙は、十干の２番

目で、植物の成長にたとえると、「種子の殻を突き破り、芽を出す状態」を意味します。 

 へびは、脱皮を繰り返して成長することや、その生命力の強さから、「再生」「復活」「長寿」を象

徴し、縁起がいい生き物とされることもあります。みなさんは、へびに対してどのようなイメージを

持っているでしょうか。 

世界が平和に戻り、難波っ子が元気に躍動してさらに成長し、明るい一年であることを願って

います。 

「１．１７をわすれない」～あの日から 30年～」 

さて、今年も１・１７が近づいてきました。あの日を体験したものとしましては、自然の脅威を知り、

忘れることのできない恐ろしさと命も物も街も失った悲しみを思い出す日です。 

本校でも阪神淡路大震災の教訓を生かし、突然やってくる自然の脅威に備えて、毎年防災訓

練を行っています。今年は９日（木）に地域の代表の方々と中央地域課の担当者と共に、避難所

設営に関連した研修と実践的な訓練を行います。また、オープンスクールに合わせて１７日に地震

避難訓練を行いますので、保護者の皆さんも子どもたちと一緒に地震について考え、訓練に参加

していただけると幸いです。訓練を通して、「自分の命は自分で守る（自助）・災害時にはお互い

助け合う（共助）・自分も家族も社会も災害に備える（防災・減災）」ことを子どもたちに伝えて防災

意識の向上を図ります。各家庭でも防災について話し合って、配布するワークシートに記入して

みてください。防災意識を高め、有事に適切に対応する力をつけるとともに助け合える温かい地

域のつながりを構築することは大切な命を守るために必要です。学校・保護者・地域で力を合わ

せて災害に強いまちづくりを行っていきましょう。また来校の際には、子どもたちの安全のため防

犯の観点から、必ず吊り下げ名札（各家庭に２つ配布）の着用をお願いします。 
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１月 行事予定 

1 水 

冬季休業日 

元日 

年始休業日 

17 金 

オープンスクール  書き初め展 

サイバー犯罪出前授業（４～６年） 

防災訓練 

５校時終了後下校（全学年）        

2 木 年始休業日 18 土  

3 金 年始休業日 19 日       

4 土  20 月 身体測定(３年)  

5 日  21 火 劇団四季(６年)  身体測定(２年) 

6 月  22 水 
クラブ活動 身体測定(１年) 

現金集金日 

7 火  23 木  

8 水 始業式 24 金              放学 

9 木 書き初め 25 土   

10 金 給食開始 書き初め    放学 26 日  

11 土            27 月 給食週間 ３年生環境体験学習 

12 日         28 火 児童集会（給食委員会） 

13 月 成人の日 29 水  

14 火 身体測定(６年) 30 木  

15 水 
委員会活動 身体測定(５年) 

集金振替日 
31 金 校内バスケットボール大会(６年) 放学 

16 木 代表委員会 身体測定(４年)  

※放学･･･全学年で放課後学習がある日です。 

◇２月の予定について 
７日(金) 地区バスケットボール大会（６年代表クラス） 

   １０日(月) お別れ遠足（６年） 

１２日(水) 入学説明会（令和７年度の新１年生対象） 

   １４日(金) 参観・懇談 

   １８日(火) 児童会役員選挙 

 

◇防災訓練について １月１７日（金）５校時 
平成７年１月１７日、阪神・淡路大震災が発生しました。 

 この日は、各クラスにて防災、減災について学びます。ご家庭でも防災について話をする機

会にしていただければと思います。地震や大規模変災等で停電した時に、家族がどのように連

絡を取り合うのか「家族の約束事」が、非常に大切になります。「いつでも防災」「ちょこっと

防災」について考えてみてください。                               

 


